









てもDICOMとい う共通規格 を通 じて一元管理が
可能である。









年(2014年)のことである。 この ことか ら,安







る。用 いる材料 はアク リル樹脂,ABS樹脂,石
膏のほか金属粉末を焼結させて立体 を形成するも
のもある。 これらは現在身近なものになりつつあ
り,ホ ビーユースの ものは 「熱溶融積層法」のも
のが多く,数万円程度で購入できる。精度が最も
良い の は積 層 ピ ッチ が10μm程度 の 「イ ンク





　 これ らの3Dデジタルデータは規格 が異 なるが,
CTのDICOMデー タか ら加工用のデ ータへの変
換 を行い,「インクジェッ ト粉末積層法」により





　 また,コ ンピューター技術により支援 される手
術をコンピューター支援外科(Computer　Assisted
Surgeryまた はComputer　Aided　surgery:CAs)









を搭載 した支援 ロボットを利用す ることで,簡 便
かつ正確 に行 うことができるという。
　 デジタルテクノロジーは歯科医療の現場で様々
な形 で活用 が進め られている。光学印象やCT,
MRIなどの3Dデー タか らのCAD/CAMの加 工
データ,顔 貌変化,応 力解析など,さ らには医療
用,医 療介護用のロボッ トスーツなど,幅広い応
用が試みられており,注 目すべき分野である。
